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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
両面が粘着剤層表面となっており、且つ少なくとも一方の面の反射率が６０（％）以上、
及び／又は、透過率が０．３（％）以下の特性を有する両面粘着テープ又はシートであっ
て、両面の粘着剤層表面が、それぞれ、シリコーン系離型処理剤を用いて表面に離型処理
層が形成された剥離ライナーにより保護されており、且つ、一方の剥離ライナーが、ポリ
オレフィン系フィルム又はシートが用いられたポリオレフィン系剥離ライナーであり、他
方の剥離ライナーが、ポリエステル系フィルム又はシートを基材とするポリエステル系剥
離ライナーであることを特徴とする反射性及び／又は遮光性を有する両面粘着テープ又は
シート。
【請求項２】
遮光性層を備えており、当該遮光性層が黒色を呈している黒色層である請求項１に記載の
反射性及び／又は遮光性を有する両面粘着テープ又はシート。
【請求項３】
反射性層を備えており、当該反射性層が白色を呈している白色層である請求項１又は２に
記載の反射性及び／又は遮光性を有する両面粘着テープ又はシート。
【請求項４】
液晶表示モジュールユニットと、バックライトユニットとの固定に用いられる請求項１～
３の何れか１項に記載の反射性及び／又は遮光性を有する両面粘着テープ又はシート。
【請求項５】
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液晶表示モジュールユニットと、バックライトユニットとを有している液晶表示装置であ
って、液晶表示モジュールユニットと、バックライトユニットとが、請求項１～３の何れ
か１項に記載の反射性及び／又は遮光性を有する両面粘着テープ又はシートにより固定さ
れていることを特徴とする液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、反射性及び／又は遮光性を有する両面粘着テープ又はシートに関する。
【背景技術】
【０００２】
　いわゆる「携帯電話」などでは、表示画面に関する液晶表示モジュールユニットと、バ
ックライトユニットとが、粘着テープ又はシートで固定されており、このような粘着テー
プ又はシートとして、反射性や遮光性を有している粘着テープ又はシートが用いられてい
る（特許文献１～１２参照）。
【０００３】
【特許文献１】特開２００４－５９７２３号公報
【特許文献２】特開２００２－２３５０５３号公報
【特許文献３】特開２００２－３５０６１２号公報
【特許文献４】特開２００４－１６１９５５号公報
【特許文献５】特開２００４－１８４４４３号公報
【特許文献６】特開２００４－２３１７３６号公報
【特許文献７】特開２００４－２３１７３７号公報
【特許文献８】特開２００４－１５６０１５号公報
【特許文献９】特開２００４－２４４４９９号公報
【特許文献１０】特開２００２－２４９７４１号公報
【特許文献１１】特開２００４－５３７５９号公報
【特許文献１２】特開２００２－２３６６３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　従来の反射性及び／又は遮光性を有する粘着テープ又はシートとしては、液晶表示モジ
ュールユニットと、バックライトユニットとの固定の際に用いられる場合、通常、基材の
両面に粘着剤層が形成された構成を有している反射性及び／又は遮光性を有する両面粘着
テープ又はシート（「反射遮光性両面粘着テープ又はシート」と称する場合がある）が用
いられており、より具体的には、基材の両面に粘着剤層が形成され且つ各粘着剤層が、そ
れぞれ、剥離ライナーにより保護された構成を有している反射遮光性両面粘着テープ又は
シートが用いられている。前記反射遮光性両面粘着テープ又はシートで用いられている剥
離ライナーとしては、通常、ポリエステル系基材（ポリエチレンテレフタレートフィルム
又はシート等のポリエチレンテレフタレート製基材など）を基材とし、該ポリエステル系
基材の表面に離型処理層が形成された構成の剥離ライナーが用いられている。また、一方
の剥離ライナーとしては、剥離に要する力が小さい軽剥離タイプの離型処理剤が用いられ
た軽剥離タイプの剥離ライナーが用いられ、他方の剥離ライナーとしては、剥離に要する
力が大きい重剥離タイプの離型処理剤が用いられた重剥離タイプの剥離ライナーが用いら
れている。
【０００５】
　このような反射遮光性両面粘着テープ又はシートを、液晶表示モジュールユニットおよ
びバックライトユニットの固定の際に使用する場合には、通常、まず、反射遮光性両面粘
着テープ又はシートを、軽剥離タイプの剥離ライナー側から所定の形状に且つ重剥離タイ
プの剥離ライナーには打ち抜き加工が施されない形態で打ち抜き加工して、所定の形状の
両面粘着テープ又はシートを作製した後、軽剥離タイプの剥離ライナーを剥離させて、液
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晶表示モジュールユニットまたはバックライトユニットの何れか一方の部材に貼着させた
後、重剥離タイプの剥離ライナーを剥離させて、他方の部材に貼着させることにより使用
されている。
【０００６】
　そのため、従来の反射遮光性両面粘着テープ又はシートを使用する際には、軽剥離タイ
プの剥離ライナーを、最初に剥離する必要があるので、剥離ライナーを剥離させる前には
、どちらが軽剥離タイプの剥離ライナーであるのか確認する必要がある。なお、重剥離タ
イプの剥離ライナーから剥離させてしまった場合には、軽剥離タイプの剥離ライナーと粘
着剤層表面との界面で剥離が生じてしまい、いわゆる「泣き分かれ現象」が生じてしまう
。しかも、先に軽剥離タイプの剥離ライナーを剥離させる必要があるので、反射遮光性両
面粘着テープ又はシートにおける各粘着剤層表面（粘着面）に貼着する部材が決まってい
る場合、反射遮光性両面粘着テープ又はシートに部材を貼着させる順番も決まってしまい
、反射遮光性両面粘着テープ又はシートを使用する際の自由度（選択性）や作業性が低い
。一方、部材を貼着させる順番に対応させて、反射遮光性両面粘着テープ又はシートに剥
離ライナー（軽剥離タイプの剥離ライナー、重剥離タイプの剥離ライナー）を設ける場合
は、反射遮光性両面粘着テープ又はシートを製造する際の自由度（選択性）や作業性が低
くなる。
【０００７】
　従って、本発明の目的は、いずれの側の剥離ライナーから剥離させても、該剥離ライナ
ーを、保護している粘着剤層から容易に剥離させることができる反射性及び／又は遮光性
を有する両面粘着テープ又はシートを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明者らは、上記の目的を達成するため鋭意検討した結果、各粘着面（粘着剤層表面
）を保護している２つの剥離ライナーのうち、少なくとも一方の剥離ライナーとして、特
定の剥離ライナーを用いると、いずれの側の剥離ライナーから先に剥離させても、いわゆ
る「泣き分かれ現象」を生じさせずに、剥離させた剥離ライナーと粘着面との界面で剥離
を生じさせて、前記剥離ライナーを、保護している粘着剤層から容易に剥離させることが
でき、反射遮光性両面粘着テープ又はシートを製造する際や使用する際の自由度や作業性
を高めることができることを見出した。本発明はこれらの知見に基づいて完成されたもの
である。
【０００９】
　すなわち、本発明は、両面が粘着剤層表面となっており、且つ少なくとも一方の面の反
射率が６０（％）以上、及び／又は、透過率が０．３（％）以下の特性を有する両面粘着
テープ又はシートであって、両面の粘着剤層表面が、それぞれ、シリコーン系離型処理剤
を用いて表面に離型処理層が形成された剥離ライナーにより保護されており、且つ、一方
の剥離ライナーが、ポリオレフィン系フィルム又はシートが用いられたポリオレフィン系
剥離ライナーであり、他方の剥離ライナーが、ポリエステル系フィルム又はシートを基材
とするポリエステル系剥離ライナーであることを特徴とする反射性及び／又は遮光性を有
する両面粘着テープ又はシートである。
【００１１】
　また、前記両面粘着テープ又はシートは、遮光性層を備えていることが好ましく、当該
遮光性層は黒色を呈している黒色層であることが好ましい。また、前記両面粘着テープ又
はシートは、反射性層を備えていることが好ましく、当該反射性層は白色を呈している白
色層であることが好ましい。
【００１２】
　このような反射遮光性両面粘着テープ又はシートは、液晶表示モジュールユニットと、
バックライトユニットとの固定に好適に用いることができる。
【００１３】
　本発明は、また、液晶表示モジュールユニットと、バックライトユニットとを有してい
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る液晶表示装置であって、液晶表示モジュールユニットと、バックライトユニットとが、
前記反射遮光性両面粘着テープ又はシートにより固定されていることを特徴とする液晶表
示装置を提供する。
　なお、本明細書では、上記発明のほか、
　両面が粘着剤層表面となっており、且つ少なくとも一方の面の反射率が６０（％）以上
、及び／又は、透過率が０．３（％）以下の特性を有する両面粘着テープ又はシートであ
って、両面の粘着剤層表面が、それぞれ、剥離ライナーにより保護されており、且つ少な
くとも一方の剥離ライナーが、ポリオレフィン系フィルム又はシートが用いられたポリオ
レフィン系剥離ライナーであることを特徴とする反射性及び／又は遮光性を有する両面粘
着テープ又はシート、についても説明する。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明の反射遮光性両面粘着テープ又はシートによれば、前記構成を有しているので、
いずれの側の剥離ライナーから剥離させても、該剥離ライナーを、保護している粘着剤層
から容易に剥離させることができる。そのため、反射遮光性両面粘着テープ又はシートの
製造や使用の際の自由度（選択性）や作業性を大きく向上させることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　本発明の反射遮光性両面粘着テープ又はシート（反射性及び／又は遮光性を有する両面
粘着テープ又はシート）は、両面が粘着剤層表面となっており、且つ少なくとも一方の面
の反射率が６０（％）以上、及び／又は、透過率が０．３（％）以下の特性を有しており
、さらに、両面の粘着面が、それぞれ、剥離ライナーにより保護されているとともに、少
なくとも一方の剥離ライナーが、ポリオレフィン系フィルム又はシートが用いられたポリ
オレフィン系剥離ライナーであることを特徴としている。
【００１６】
　このように、反射遮光性両面粘着テープ又はシートは、両面の粘着面を保護している２
つの剥離ライナーのうち、少なくとも一方の剥離ライナーとして、ポリオレフィン系フィ
ルム又はシートによるポリオレフィン系剥離ライナーが用いられているので、２つの剥離
ライナーのうち、いずれの剥離ライナーから先に剥離させても、いわゆる「泣き分かれ現
象」（所定の界面で剥離させることができず、他の界面で剥離が生じてしまう現象）を生
じさせずに（具体的には、他方の剥離ライナーと粘着面との界面で剥離させずに）、剥離
させた剥離ライナーと粘着面との界面で剥離を生じさせて、前記剥離ライナーを、保護し
ている粘着剤層から容易に剥離させることができる。そのため、反射遮光性両面粘着テー
プ又はシートを使用する際には、所定の剥離ライナーより先に剥離させなければならない
という制限がないので、反射遮光性両面粘着テープ又はシートの両面に貼着する２種の部
材としても、いずれの部材からでも、反射遮光性両面粘着テープ又はシートに貼着させる
ことが可能である。従って、反射遮光性両面粘着テープ又はシートを使用する際の自由度
や作業性を大きく改善させることができる。
【００１７】
　また、反射遮光性両面粘着テープ又はシートを製造する際には、部材に貼着させる順番
に対応した粘着面（粘着剤層表面）に、軽剥離タイプの剥離ライナーおよび重剥離タイプ
の剥離ライナーを貼り合わせる必要がないので、任意の面に、ポリオレフィン系剥離ライ
ナーと、他の剥離ライナーとを貼り合わせることができる。従って、反射遮光性両面粘着
テープ又はシートを製造する際の自由度や作業性を大きく改善させることができる。
【００１８】
　しかも、ポリオレフィン系剥離ライナーは、粘着面に対する密着性やなじみが良好であ
り、また優れたコシを有しているので、各種工程で、折り曲げられても、浮きが生じず（
剥離ライナーの表面と粘着面との間に空隙が生じず）、良好に粘着面に貼り合わせられた
状態を保持することができる。
【００１９】
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　さらに、反射遮光性両面粘着テープ又はシートに打ち抜き加工を施した場合、打ち抜き
加工により生じた不要部を取り除く際には、前述のように、ポリオレフィン系剥離ライナ
ーは、粘着面に対する密着性やなじみが良好であり、また優れたコシを有しているので、
不要部を容易に取り除くことができる。
【００２０】
　［剥離ライナー］
　このように、本発明の反射遮光性両面粘着テープ又はシートでは、各粘着面を保護する
ための剥離ライナーとして、２枚の剥離ライナーが用いられており、且つ各粘着面を保護
する２枚の剥離ライナーのうち、少なくとも一方の剥離ライナーとして、ポリオレフィン
系剥離ライナーが用いられている。
【００２１】
　（ポリオレフィン系剥離ライナー）
　ポリオレフィン系剥離ライナーとしては、ポリオレフィン系フィルム又はシートが用い
られている剥離ライナーであれば特に制限されない。ポリオレフィン系剥離ライナーは、
ポリオレフィン系フィルム又はシートのみによる構成を有していてもよく、ポリオレフィ
ン系フィルム又はシートの表面に離型処理層が形成された構成を有していてもよい。前記
ポリオレフィン系フィルム又はシートは、単層の形態を有していてもよく、積層された形
態を有していてもよい。
【００２２】
　ポリオレフィン系フィルム又はシートはポリオレフィン系樹脂により構成されている。
前記ポリオレフィン系樹脂としては、特に制限されないが、例えば、ポリエチレン（例え
ば、低密度ポリエチレン、直鎖状低密度ポリエチレン、メタロセン触媒法ポリエチレン、
中密度ポリエチレン、高密度ポリエチレンなど）、ポリプロピレン、ポリブテン［例えば
、ポリ（１－ブテン）など］、ポリ（４－メチル－１－ペンテン）、α－オレフィン共重
合体［例えば、エチレンと炭素数３～１０のα－オレフィンとの共重合体（「エチレン－
α－オレフィン共重合体」と称する場合がある）、プロピレンと炭素数４～１０のα－オ
レフィンとの共重合体（「プロピレン－α－オレフィン共重合体」と称する場合がある）
など］などが挙げられる。また、オレフィン系樹脂としては、エチレンとα－オレフィン
以外の成分との共重合体［例えば、エチレン－アクリル酸共重合体（ＥＡＡ）、エチレン
－メタクリル酸共重合体（ＥＭＡＡ）などのエチレン－不飽和カルボン酸共重合体；アイ
オノマー；エチレン－アクリル酸メチル共重合体、エチレン－アクリル酸エチル共重合体
（ＥＥＡ）、エチレン－メタクリル酸メチル共重合体（ＥＭＭＡ）などのエチレン－（メ
タ）アクリル酸エステル共重合体；エチレン－酢酸ビニル共重合体（ＥＶＡ）；エチレン
－ビニルアルコール共重合体など］なども用いることができる。ポリオレフィン系樹脂は
単独で又は２種以上組み合わせて使用することができる。
【００２３】
　なお、前記エチレン－α－オレフィン共重合体（エチレンと炭素数３～１０のα－オレ
フィンとの共重合体）において、炭素数３～１０のα－オレフィンとしては、プロピレン
、１－ブテン、１－ヘキセン、４－メチル－１－ペンテン、および１－オクテンからなる
群から選択された少なくとも１種のα－オレフィン（コモノマー）を好適に用いることが
できる。従って、エチレン－α－オレフィン共重合体としては、例えば、エチレン－プロ
ピレン共重合体、エチレン－（１－ブテン）共重合体などが挙げられる。また、プロピレ
ン－α－オレフィン共重合体において、炭素数４～１０のα－オレフィンとしては、１－
ブテン、１－ヘキセン、４－メチル－１－ペンテン、および１－オクテンからなる群から
選択された少なくとも１種のα－オレフィン（コモノマー）を好適に用いることができる
。従って、プロピレン－α－オレフィン共重合体としては、例えば、プロピレン－（１－
ブテン）共重合体などが挙げられる。
【００２４】
　ポリオレフィン系樹脂としては、ポリエチレン、ポリプロピレン、エチレン－α－オレ
フィン共重合体が好適であり、中でも、ポリエチレン（特に、直鎖状低密度ポリエチレン
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、低密度ポリエチレン）を好適に用いることができる。従って、ポリオレフィン系剥離ラ
イナーとしては、ポリエチレン系フィルム又はシート（特に、直鎖状低密度ポリエチレン
フィルム又はシート、低密度ポリエチレンフィルム又はシート）が用いられたポリエチレ
ン系剥離ライナーを好適に用いることができる。
【００２５】
　ポリオレフィン系フィルム又はシートの厚みは、特に制限されず、例えば、５～２００
μｍ（好ましくは１０～１５０μｍ、さらに好ましくは３０～１００μｍ）の範囲から適
宜選択することができる。
【００２６】
　なお、エチレン系ポリマー等のポリオレフィン系樹脂は、公知の方法に基づき、その重
合反応条件及びその後の精製、分別条件などを適宜選択することにより容易に得ることが
できる。また、ポリオレフィン系樹脂は、市販品をそのまま使用してもよい。
【００２７】
　また、ポリオレフィン系剥離ライナーにおいて、離型処理層を構成する離型処理剤とし
ては、特に制限されず、公知乃至慣用の離型処理剤（例えば、シリコーン系離型処理剤、
フッ素系離型処理剤、長鎖アルキル系離型処理剤、脂肪酸アミド系離型処理剤、硫化モリ
ブデン系離型処理剤や、シリカ粉など）から適宜選択して用いることができる。離型処理
剤は単独で又は２種以上を組み合わせて用いることができる。離型処理剤としては、シリ
コーン系離型処理剤を好適に用いることができる。シリコーン系離型処理剤としては、熱
硬化型シリコーン系離型処理剤や、電離性放射線硬化型シリコーン系離型処理剤などのい
ずれの形態のシリコーン系離型処理剤であってもよい。
【００２８】
　離型処理層の厚みは、特に制限されず、例えば０．０３～１０μｍ（好ましくは０．１
～５μｍ、さらに好ましくは０．３～２μｍ）の範囲から適宜選択することができる。
【００２９】
　ポリオレフィン系剥離ライナーとしては、ポリオレフィン系フィルム又はシートの表面
に離型処理層が形成された構成のポリオレフィン系剥離ライナー（すなわち、ポリオレフ
ィン系フィルム又はシートを基材とするポリオレフィン系剥離ライナー）が好適である。
該ポリオレフィン系剥離ライナーにおいて、離型処理層は、ポリオレフィン系フィルム又
はシートの少なくとも一方の表面に形成されていればよく、特に片面に形成されているこ
とが好ましい。
【００３０】
　ポリオレフィン系剥離ライナーは、ポリオレフィン系フィルム又はシートの表面に離型
処理層が形成された構成を有している場合、例えば、ポリオレフィン系フィルム又はシー
トの少なくとも一方の面（特に、片面）に、離型処理剤を塗布し、必要に応じて乾燥乃至
硬化させて、離型処理層を形成させることにより、作製することができる。
【００３１】
　（他の剥離ライナー）
　本発明の反射遮光性両面粘着テープ又はシートは、両面の粘着面（粘着剤層表面）のう
ち少なくとも一方の粘着面が、ポリオレフィン系剥離ライナーにより保護された形態を有
していればよい。従って、反射遮光性両面粘着テープ又はシートは、例えば、両面の粘着
面が、ともに、同一の又は異なるポリオレフィン系剥離ライナーにより保護された形態を
有していてもよく、一方の粘着面がポリオレフィン系剥離ライナーにより保護され、且つ
他方の粘着面が他の剥離ライナー（すなわち、ポリオレフィン系剥離ライナー以外の剥離
ライナー）により保護された形態を有していてもよい。
【００３２】
　他の剥離ライナーとしては、ポリオレフィン系フィルム又はシートが用いられていない
剥離ライナーであれば特に制限されず、例えば、フッ素系フィルム又はシートのみにより
構成された剥離ライナーや、基材としてポリオレフィン系フィルム又はシート以外の基材
が用いられた剥離ライナーなどが挙げられる。他の剥離ライナーにおける基材としては、
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例えば、ポリオレフィン系フィルム又はシート以外のプラスチック系基材の他、紙系基材
、繊維系基材、金属系基材などが挙げられる。他の剥離ライナーにおける基材としては、
ポリオレフィン系フィルム又はシート以外のプラスチック系基材を好適に用いることがで
きる。このようなプラスチック系基材としては、例えば、ポリエステル系フィルム又はシ
ート（例えば、ポリエチレンテレフタレートフィルム又はシート、ポリブチレンテレフタ
レートフィルム又はシート、ポリエチレンナフタレートフィルム又はシート、ポリブチレ
ンナフタレートフィルム又はシートなど）、ポリ塩化ビニリデンフィルム又はシート、ポ
リ塩化ビニル系フィルム又はシート（例えば、ポリ塩化ビニルフィルム又はシート、塩化
ビニル－酢酸ビニル共重合体フィルム又はシートなど）、ポリ酢酸ビニルフィルム又はシ
ート、ポリアミド系フィルム又はシート、ポリイミド系フィルム又はシート、セルロース
系フィルム又はシート、フッ素系フィルム又はシート、ポリエーテル系フィルム又はシー
ト、ポリスチレン系フィルム又はシート、ポリカーボネート系フィルム又はシート、ポリ
エーテルスルホン系フィルム又はシートなどが挙げられる。
【００３３】
　他の剥離ライナーにおける基材（プラスチック系基材など）は、単層の形態を有してい
てもよく、積層された形態を有していてもよい。
【００３４】
　他の剥離ライナーにおける基材としては、プラスチック系基材の中でも、ポリエステル
系フィルム又はシートが好ましく、特に、ポリエチレンテレフタレートフィルム又はシー
トが好適である。従って、他の剥離ライナーとしては、ポリエステル系フィルム又はシー
トを基材とするポリエステル系剥離ライナー（特に、ポリエチレンテレフタレートフィル
ム又はシートを基材とするポリエチレンテレフタレート系剥離ライナー）を好適に用いる
ことができる。なお、このようなポリエステル系剥離ライナーは、基材としてのポリエス
テル系フィルム又はシートの表面（特に片面）に離型処理層が形成されている。
【００３５】
　基材の厚みとしては、例えば、５～２００μｍ（好ましくは１０～１５０μｍ、さらに
好ましくは３０～１００μｍ）の範囲から適宜選択することができる。
【００３６】
　また、他の剥離ライナーにおいて、離型処理層を構成する離型処理剤としては、特に制
限されず、前記ポリオレフィン系剥離ライナーの項で例示の離型処理剤（例えば、シリコ
ーン系離型処理剤、フッ素系離型処理剤、長鎖アルキル系離型処理剤、脂肪酸アミド系離
型処理剤、硫化モリブデン系離型処理剤や、シリカ粉など）の中から適宜選択して用いる
ことができる。離型処理剤は単独で又は２種以上を組み合わせて用いることができる。離
型処理剤としては、シリコーン系離型処理剤を好適に用いることができる。シリコーン系
離型処理剤としては、熱硬化型シリコーン系離型処理剤や、電離性放射線硬化型シリコー
ン系離型処理剤などのいずれの形態のシリコーン系離型処理剤であってもよい。
【００３７】
　離型処理層の厚みは、特に制限されず、例えば０．０３～１０μｍ（好ましくは０．１
～５μｍ、さらに好ましくは０．３～２μｍ）の範囲から適宜選択することができる。
【００３８】
　他の剥離ライナーは、基材の表面に離型処理層が形成された構成を有している場合、例
えば、基材の少なくとも一方の面（特に、片面）に、離型処理剤を塗布し、必要に応じて
乾燥乃至硬化させて、離型処理層を形成させることにより、作製することができる。
【００３９】
　なお、本発明の反射遮光性両面粘着テープ又はシートでは、ポリオレフィン系剥離ライ
ナーや他の剥離ライナーは、本発明の効果を損なわない範囲で、他の層（例えば、印刷層
、中間層、下塗り層など）を有していてもよい。例えば、印刷層としては、反射遮光性両
面粘着テープ又はシートは、反射性層及び／又は遮光性層を有しているので、反射性層側
の粘着面であることや、遮光性層側の粘着面であることを示すための印刷層や、意匠性を
高めるための印刷層などが挙げられる。



(8) JP 4749058 B2 2011.8.17

10

20

30

40

50

【００４０】
　［反射遮光性両面粘着テープ又はシート］
　本発明の反射遮光性両面粘着テープ又はシートは、両面が粘着面（粘着剤層表面）とな
っており、且つ少なくとも一方の面の反射率が６０（％）以上となっている特性、及び／
又は、透過率が０．３（％）以下となっている特性を有している。反射遮光性両面粘着テ
ープ又はシートが、少なくとも一方の面の反射率が６０（％）以上となっている特性を有
している場合、反射率が６０（％）以上となっている面における反射率としては、６０（
％）以上［例えば、６０～１００（％）］であれば特に制限されないが、高ければ高いほ
ど好ましい。反射遮光性両面粘着テープ又はシートにおいて、反射率が６０（％）以上と
なっている面における反射率としては、好ましくは７０（％）以上［さらに好ましくは８
０（％）以上］である。
【００４１】
　なお、反射遮光性両面粘着テープ又はシートにおける所定の面の反射率（拡散反射率）
（％）は、島津製作所製の分光光度計（装置名「ＭＰＳ－２０００」）を用いて、波長が
５５０ｎｍの光を反射遮光性両面粘着テープ又はシートの一方の面側（所定の面側）から
照射して、前記光を照射した面で反射した光の強度を測定することにより求められる。
【００４２】
　また、反射遮光性両面粘着テープ又はシートが、透過率が０．３（％）以下となってい
る特性を有している場合、反射遮光性両面粘着テープ又はシートの透過率としては、０．
３（％）以下［０～０．３（％）］であれば特に制限されないが、低ければ低いほど好ま
しい。反射遮光性両面粘着テープ又はシートの透過率としては、好ましくは０．１（％）
以下［さらに好ましくは０．０５（％）以下］であり、中でも０．０３（％）以下［特に
０．０１（％）以下］であることが好適である。
【００４３】
　なお、反射遮光性両面粘着テープ又はシートの透過率（％）は、日立製作所製の分光光
度計（装置名「Ｕ４１００型分光光度計」）を用いて、波長が５５０ｎｍの光を反射遮光
性両面粘着テープ又はシートの一方の面側から照射して、他方の面側に透過した光の強度
を測定することにより求められる。
【００４４】
　（反射性層）
　本発明の反射遮光性両面粘着テープ又はシートでは、一方の面の反射率が６０（％）以
上となっている場合、一方の面の反射率を６０（％）以上にするための反射性層を有して
いる。反射性層としては、反射遮光性両面粘着テープ又はシートの所定の面の反射率を６
０（％）以上にすることが可能な反射率を有していることが重要である。従って、反射性
層の反射率としては、反射遮光性両面粘着テープ又はシートの反射率と同様に、６０（％
）以上［６０～１００（％）］であることが重要であり、好ましくは７０（％）以上［さ
らに好ましくは８０（％）以上］であり、中でも８５（％）以上であることが好適である
。
【００４５】
　このような反射性層としては、反射性を発揮する層であればよく、例えば、粘着剤層、
基材、インク層（印刷層等）などのいずれの層であってもよい。なお、反射性層は、反射
遮光性両面粘着テープ又はシートの一方の面に照射された光を反射させるため、反射遮光
性両面粘着テープ又はシートの一方の面の反射率が６０％以上となるような形態で形成さ
れていればよく、例えば、反射遮光性両面粘着テープ又はシートの一方の面に露出した形
態で形成されていてもよく、透明性を有している層（例えば、透明な粘着剤層や、透明な
基材など）の内面側に位置する形態で形成されていてもよい。なお、反射遮光性両面粘着
テープ又はシートが、下記に示されるように遮光性層を有している場合、反射性層は、遮
光性層に対して基材側の面に形成されていることが好ましい。
【００４６】
　本発明では、反射性層としては、印刷層であることが好ましい。なお、反射性層として
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の印刷層（反射性印刷層）は、反射性を発揮することが可能なインク組成物により形成す
ることができる。
【００４７】
　このような反射性層としては、例えば、白色を呈している白色層や、銀色を呈している
銀色層などが挙げられるが、白色を呈している白色層を好適に用いることができる。白色
層において、白色とは、基本的には、Ｌ*ａ*ｂ*表色系で規定されるＬ*が、８７以上（８
７～１００）［好ましくは９０以上（９０～１００）、さらに好ましくは９２以上（９２
～１００）］となる白色系色のことを意味している。なお、Ｌ*ａ*ｂ*表色系で規定され
るａ*やｂ*は、それぞれ、Ｌ*の値に応じて適宜選択することができる。ａ*やｂ*として
は、例えば、両方とも、－１０～１０（なかでも－５～５）の範囲であることが好ましく
、特に、両方とも、０又はほぼ０（－２～２の範囲）であることが好適である。
【００４８】
　また、銀色とは、基本的には、Ｌ*ａ*ｂ*表色系で規定されるＬ*が、７０～９０（好ま
しくは７２～８８、さらに好ましくは７５～８５）となる銀色系色のことを意味している
。なお、Ｌ*ａ*ｂ*表色系で規定されるａ*やｂ*は、それぞれ、Ｌ*の値に応じて適宜選択
することができる。ａ*やｂ*としては、例えば、両方とも、－１０～１０（なかでも－５
～５）の範囲であることが好ましく、特に、両方とも、０又はほぼ０（－２～２の範囲）
であることが好適である。
【００４９】
　なお、本発明において、Ｌ*ａ*ｂ*表色系で規定されるＬ*、ａ*、ｂ*は、色彩色差計（
商品名「ＣＲ－２００」ミノルタ社製；色彩色差計）を用いて測定することにより求めら
れる。なお、Ｌ*ａ*ｂ*表色系は、国際照明委員会（ＣＩＥ）が１９７６年に推奨した色
空間であり、ＣＩＥ１９７６（Ｌ*ａ*ｂ*）表色系と称される色空間のことを意味してい
る。また、Ｌ*ａ*ｂ*表色系は、日本工業規格では、ＪＩＳ　Ｚ　８７２９に規定されて
いる。
【００５０】
　このような白色層や銀色層等の反射性層としては、例えば、色材として白系色材を主と
して含む白色系インク組成物や、色材として銀系色材を主として含む銀色系インク組成物
により形成することができる。なお、白系色材や銀系色材としては、顔料、染料などのい
ずれの色材（着色剤）であってもよいが、顔料を好適に用いることができる。具体的には
、白系色材としては、例えば、酸化チタン（ルチル型二酸化チタン、アナターゼ型二酸化
チタンなどの二酸化チタン）、酸化亜鉛、酸化アルミニウム、酸化ケイ素、酸化ジルコニ
ウム、酸化マグネシウム、酸化カルシウム、酸化スズ、酸化バリウム、酸化セシウム，酸
化イットリウム、炭酸マグネシウム、炭酸カルシウム（軽質炭酸カルシウム、重質炭酸カ
ルシウムなど）、炭酸バリウム、炭酸亜鉛、水酸化アルミニウム、水酸化カルシウム、水
酸化マグネシウム、水酸化亜鉛、珪酸アルミニウム、珪酸マグネシウム、珪酸カルシウム
、硫酸バリウム、硫酸カルシウム、ステアリン酸バリウム、亜鉛華、硫化亜鉛、タルク、
シリカ、アルミナ、クレー、カオリン、燐酸チタン、マイカ、石膏、ホワイトカーボン、
珪藻土、ベントナイト、リトポン、ゼオライト、セリサイト、加水ハロイサイト等の無機
の白系色材や、アクリル系樹脂粒子、ポリスチレン系樹脂粒子、ポリウレタン系樹脂粒子
、アミド系樹脂粒子、ポリカーボネート系樹脂粒子、シリコーン系樹脂粒子、尿素－ホル
マリン系樹脂粒子、メラミン系樹脂粒子等の有機の白系色材などが挙げられる。白系色材
として、蛍光増白剤を用いることもでき、該蛍光増白剤としては、公知の蛍光増白剤から
適宜選択することができる。白系色材は、単独で又は２種以上を組み合わせて用いること
ができる。
【００５１】
　また、銀系色材としては、例えば、銀、アルミニウムなどが挙げられる。銀系色材は、
単独で又は２種以上を組み合わせて用いることができる。
【００５２】
　反射性層を形成するためのインク組成物（白色系インク組成物や銀色系インク組成物な
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ど）は、色材の他、必要に応じてバインダー、分散剤や溶剤などを含んでいる。なお、バ
インダーとしては、特に制限されず、例えば、ポリウレタン系樹脂、フェノール系樹脂、
エポキシ系樹脂、尿素メラミン系樹脂、シリコーン系樹脂、フェノキシ樹脂、メタクリル
系樹脂、アクリル系樹脂、ポリアリレート樹脂、ポリエステル系樹脂（ポリエチレンテレ
フタレートなど）、ポリオレフィン系樹脂（ポリエチレン、ポリプロピレン、エチレン－
プロピレン共重合体など）、ポリスチレン系樹脂（ポリスチレン、スチレン－アクリロニ
トリル共重合体、スチレン－ブタジエン共重合体、スチレン－無水マレイン酸共重合体、
アクリロニトリル－ブタジエン－スチレン樹脂など）、ポリ塩化ビニル、塩化ビニル－酢
酸ビニル共重合体、ポリ酢酸ビニル、ポリ塩化ビニリデン、ポリカーボネート、セルロー
ス類（酢酸セルロース樹脂、エチルセルロース樹脂など）、ポリアセタール等の公知の樹
脂（熱可塑性樹脂、熱硬化性樹脂や光硬化性樹脂など）などが挙げられる。バインダーは
単独で又は２種以上を組み合わせて用いることができる。
【００５３】
　なお、反射性層において、銀色層は、銀やアルミニウムなどの銀色系色を呈することが
可能な金属成分による蒸着法を利用しても形成することができる。蒸着法としては、減圧
蒸着法（真空蒸着法）、物理スパッタリング法、化学スパッタリング法などを採用するこ
とができる。
【００５４】
　反射性層は、単層、多層のいずれの形態を有していてもよいが、反射性をより一層高め
る観点から、多層の形態を有していることが好ましい。従って、反射遮光性両面粘着テー
プ又はシートは、多層構造の反射性層（特に、多層構造の白色層）を有していることが好
ましい。なお、反射性層が多層の形態を有している場合、反射性層の層の数としては、２
以上であればよく、例えば、２～１０の範囲から適宜選択することができ、好ましくは２
～６（さらに好ましくは２～４、特に２）である。
【００５５】
　なお、反射性層が多層の形態を有している場合、反射遮光性両面粘着テープ又はシート
の反射率が６０（％）以上となるように、各層の反射性層の反射率ではなく、多層の形態
の反射性層全体での反射率を調整することが重要である。
【００５６】
　反射性層の厚さ（反射性層が多層構造の場合は、多層構造の反射性層全体の厚さ）とし
ては、特に制限されず、例えば、５～１５０μｍ（好ましくは１０～１００μｍ）の範囲
から適宜選択することができる。なお、反射性層として、蒸着法により形成される銀色層
の厚みとしては、特に制限されず、例えば、０．３～２μｍ（好ましくは０．４～１μｍ
、さらに好ましくは０．４～０．５μｍ）であってもよい。
【００５７】
　本発明では、反射性層は、基材（すなわち、反射性基材）や粘着剤層（すなわち、反射
性粘着剤層）であってもよいが、特に基材上に設けられた層［特に、基材と遮光性層との
間に設けられた印刷層（反射性印刷層）］であることが好ましい。なお、反射性層が多層
の形態を有している場合、多層の形態の反射性層に含まれる層として、反射性基材や反射
性粘着剤層が含まれていてもよい。具体的には、反射性層の層構成としては、例えば、１
層又は２層以上の反射性印刷層による層構成、反射性基材と、該反射性基材上に形成され
た１層又は２層以上の反射性印刷層とによる層構成、１層又は２層以上の反射性印刷層と
、該反射性印刷層上に形成された反射性粘着剤層とによる層構成、反射性基材と、該反射
性基材上に形成された１層又は２層以上の反射性印刷層と、該反射性印刷層上に形成され
た反射性粘着剤層とによる層構成などが挙げられる。
【００５８】
　また、反射性層は、白色層と銀色層とによる多層の形態を有していてもよい。このよう
に、反射性層が白色層と銀色層とを有している場合、白色層および銀色層のうち少なくと
も一方の層は、反射性基材や反射性粘着剤層であってもよい。
【００５９】
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　反射性層の形成方法は、特に制限されず、反射性層の種類や層構成などに応じて、公知
の反射性層の形成方法の中から適宜選択することができる。具体的には、反射性層が、例
えば、インク組成物により形成され且つ基材上に設けられた反射性印刷層である場合、反
射性印刷層の形成方法としては、反射性印刷層を形成するためのインク組成物を、基材上
に塗布し、必要に応じて乾燥などを行う方法や、各種印刷法（グラビア印刷法、フレキソ
印刷法、オフセット印刷法、凸版印刷法、スクリーン印刷法など）を利用した方法などが
挙げられる。また、反射性層が銀色層である場合、前述のように、蒸着法を利用した方法
によっても、反射性層としての銀色層を形成することができる。さらにまた、反射性層が
プラスチック材により形成された反射性基材である場合、反射性基材を形成するためのプ
ラスチック組成物を用いて、押出成型、インフレーション成型、カレンダ成型等の成型方
法を利用してシート状に成型させる方法などが挙げられる。もちろん、反射性層が、反射
性基材を含む多層の反射性層である場合、前記方法を組み合わせた方法を利用することに
より、反射性層を形成することができる。
【００６０】
　（遮光性層）
　本発明の反射遮光性両面粘着テープ又はシートでは、透過率が０．３（％）以下となっ
ている場合、反射遮光性両面粘着テープ又はシートの透過率を０．３（％）以下にするた
めの遮光性層を有している。遮光性層としては、反射遮光性両面粘着テープ又はシートの
透過率を０．３（％）以下にすることが可能な透過率を有していることが重要である。従
って、遮光性層の透過率としては、反射遮光性両面粘着テープ又はシートの透過率と同様
に、０．３（％）以下［０～０．３（％）］であることが重要であり、好ましくは０．１
（％）以下［さらに好ましくは０．０５（％）以下］であり、中でも０．０３（％）以下
［特に０．０１（％）以下］であることが好適である。
【００６１】
　なお、遮光性層の透過率は、反射遮光性両面粘着テープ又はシートの透過率に相当（又
は一致）するので、反射遮光性両面粘着テープ又はシートより遮光性層を分離させて取り
出さなくても、反射遮光性両面粘着テープ又はシートの透過率を測定することにより、遮
光性層の透過率を求めることができる。
【００６２】
　このような遮光性層としては、遮光性を発揮する層であればよく、例えば、粘着剤層、
基材、インク層（印刷層等）などのいずれの層であってもよい。本発明では、遮光性層と
しては、印刷層（特に、基材と粘着剤層との間に形成された印刷層）であることが好まし
い。なお、遮光性層としての印刷層（遮光性印刷層）は、遮光性を発揮することが可能な
インク組成物により形成することができる。
【００６３】
　本発明では、遮光性層としては、黒色を呈している黒色層が好適である。黒色層におい
て、黒色とは、基本的には、Ｌ*ａ*ｂ*表色系で規定されるＬ*が、３５以下（０～３５）
［好ましくは３０以下（０～３０）、さらに好ましくは２５以下（０～２５）］となる黒
色系色のことを意味している。なお、Ｌ*ａ*ｂ*表色系で規定されるａ*やｂ*は、それぞ
れ、Ｌ*の値に応じて適宜選択することができる。ａ*やｂ*としては、例えば、両方とも
、－１０～１０（なかでも－５～５）の範囲であることが好ましく、特に、両方とも、０
又はほぼ０（－２～２の範囲）であることが好適である。
【００６４】
　このような黒色層等の遮光性層は、例えば、色材として黒系色材を主として含む黒色系
インク組成物や、シアン系色材（青緑系色材）、マゼンダ系色材（赤紫系色材）およびイ
エロー系色材（黄系色材）が混合された混合インク組成物などにより形成することができ
る。また、黒色層等の遮光性層は、シアン系色材を主として含むシアン系インク組成物に
よる層と、マゼンダ系色材を主として含むマゼンダ系インク組成物による層と、イエロー
系色材を主として含むイエロー系インク組成物による層との多層構造により構成されてい
てもよい。なお、これらの各色材としては、顔料、染料などのいずれの色材（着色剤）で
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あってもよいが、顔料を好適に用いることができる。
【００６５】
　なお、黒系色材としては、例えば、カーボンブラック（ファーネスブラック、チャンネ
ルブラック、アセチレンブラック、サーマルブラック、ランプブラックなど）、グラファ
イト、酸化銅、二酸化マンガン、アニリンブラック、ペリレンブラック、チタンブラック
、シアニンブラック、活性炭、フェライト（非磁性フェライト、磁性フェライトなど）、
マグネタイト、酸化クロム、酸化鉄、二硫化モリブデン、クロム錯体、複合酸化物系黒色
色素、アントラキノン系有機黒色色素などが挙げられる。黒系色材は単独で又は２種以上
を組み合わせて用いることができる。
【００６６】
　シアン系色材において、顔料（シアン系顔料）としては、例えば、Ｃ．Ｉ．ピグメント
ブルー１、同２、同３、同１５、同１５：１、同１５：２、同１５：３、同１５：４、同
１５：５、同１５：６、同１６、同１７、同１７：１、同１８、同２２、同２５、同５６
、同６０、同６３、同６５、同６６；Ｃ．Ｉ．バットブルー４；同６０、Ｃ．Ｉ．ピグメ
ントグリーン７などが挙げられる。また、シアン系色材において、染料（シアン系染料）
としては、例えば、Ｃ．Ｉ．ソルベントブルー２５、同３６、同６０、同７０、同９３、
同９５；Ｃ．Ｉ．アシッドブルー６、同４５などが挙げられる。
【００６７】
　また、マゼンダ系色材において、顔料（マゼンダ系顔料）としては、例えば、Ｃ．Ｉ．
ピグメントレッド１、同２、同３、同４、同５、同６、同７、同８、同９、同１０、同１
１、同１２、同１３、同１４、同１５、同１６、同１７、同１８、同１９、同２１、同２
２、同２３、同３０、同３１、同３２、同３７、同３８、同３９、同４０、同４１、同４
２、同４８：１、同４８：２、同４８：３、同４８：４、同４９、同４９：１、同５０、
同５１、同５２、同５２：２、同５３：１、同５４、同５５、同５６、同５７：１、同５
８、同６０、同６０：１、同６３、同６３：１、同６３：２、同６４、同６４：１、同６
７、同６８、同８１、同８３、同８７、同８８、同８９、同９０、同９２、同１０１、同
１０４、同１０５、同１０６、同１０８、同１１２、同１１４、同１２２、同１２３、同
１３９、同１４４、同１４６、同１４７、同１４９、同１５０、同１５１、同１６３、同
１６６、同１６８、同１７０、同１７１、同１７２、同１７５、同１７６、同１７７、同
１７８、同１７９、同１８４、同１８５、同１８７、同１９０、同１９３、同２０２、同
２０６、同２０７、同２０９、同２１９、同２２２、同２２４、同２３８、同２４５；Ｃ
．Ｉ．ピグメントバイオレット３、同９、同１９、同２３、同３１、同３２、同３３、同
３６、同３８、同４３、同５０；Ｃ．Ｉ．バットレッド１、同２、同１０、同１３、同１
５、同２３、同２９、同３５などが挙げられる。
【００６８】
　また、マゼンダ系色材において、染料（マゼンダ系染料）としては、例えば、Ｃ．Ｉ．
ソルベントレッド１、同３、同８、同２３、同２４、同２５、同２７、同３０、同４９、
同５２、同５８、同６３、同８１、同８２、同８３、同８４、同１００、同１０９、同１
１１、同１２１、同１２２；Ｃ．Ｉ．ディスパースレッド９；Ｃ．Ｉ．ソルベントバイオ
レット８、同１３、同１４、同２１、同２７；Ｃ．Ｉ．ディスパースバイオレット１；Ｃ
．Ｉ．ベーシックレッド１、同２、同９、同１２、同１３、同１４、同１５、同１７、同
１８、同２２、同２３、同２４、同２７、同２９、同３２、同３４、同３５、同３６、同
３７、同３８、同３９、同４０；Ｃ．Ｉ．ベーシックバイオレット１、同３、同７、同１
０、同１４、同１５、同２１、同２５、同２６、同２７、２８などが挙げられる。
【００６９】
　さらにまた、イエロー系色材において、顔料（イエロー系顔料）としては、例えば、Ｃ
．Ｉ．ピグメントオレンジ３１、同４３；Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１、同２、同３、
同４、同５、同６、同７、同１０、同１１、同１２、同１３、同１４、同１５、同１６、
同１７、同２３、同２４、同３４、同３５、同３７、同４２、同５３、同５５、同６５、
同７３、同７４、同７５、同８１、同８３、同９３、同９４、同９５、同９７、同９８、
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同１００、同１０１、同１０４、同１０８、同１０９、同１１０、同１１３、同１１４、
同１１６、同１１７、同１２０、同１２８、同１２９、同１３３、同１３８、同１３９、
同１４７、同１５０、同１５１、同１５３、同１５４、同１５５、同１５６、同１６７、
同１７２、同１７３、同１８０、同１８５、同１９５；Ｃ．Ｉ．バットイエロー１、同３
、同２０などが挙げられる。また、イエロー系色材において、染料（イエロー系染料）と
しては、例えばＣ．Ｉ．ソルベントイエロー１９、同４４、同７７、同７９、同８１、同
８２、同９３、同９８、同１０３、同１０４、同１１２、同１６２などが挙げられる。
【００７０】
　混合インク組成物において、シアン系色材、マゼンダ系色材、イエロー系色材は、それ
ぞれ、単独で又は２種以上を組み合わせて用いることができる。なお、混合インク組成物
中のシアン系色材、マゼンダ系色材およびイエロー系色材の混合割合（または配合割合）
としては、黒色系色（例えば、Ｌ*ａ*ｂ*表色系で規定されるＬ*、ａ*やｂ*が、前記範囲
となる黒色系色）を呈することができれば特に制限されず、各色材の種類などに応じて適
宜選択することができる。混合インク組成物中におけるシアン系色材、マゼンダ系色材お
よびイエロー系色材の各色材の含有割合は、例えば、色材の総量に対して、シアン系色材
／マゼンダ系色材／イエロー系色材＝１０～５０重量％／１０～５０重量％／１０～５０
重量％（好ましくは２０～４０重量％／２０～４０重量％／２０～４０重量％）の範囲か
ら適宜選択することができる。
【００７１】
　このようなインク組成物（黒色系インク組成物や、混合インク組成物など）は、色材の
他、必要に応じてバインダー、分散剤や溶剤などを含んでいる。なお、バインダーとして
は、例えば、前記反射性層の項でインク組成物（白色系インク組成物や銀色系インク組成
物など）中に含まれるバインダーとして例示のバインダーなどが挙げられる。
【００７２】
　本発明では、遮光性層は、単層、多層のいずれの形態を有していてもよいが、多層の形
態を有していることが好ましい。従って、反射遮光性両面粘着テープ又はシートは、多層
構造の遮光性層（特に、多層構造の黒色層）を有していることが好ましい。このように、
遮光性層を多層構造とすることにより、より一層、遮光性層の遮光性を高めることができ
る。なお、遮光性層が多層の形態を有している場合、遮光性層の層の数としては、２以上
であればよく、例えば、２～１０の範囲から適宜選択することができ、好ましくは３～８
（さらに好ましくは４～６、特に４）である。
【００７３】
　なお、遮光性層が多層の形態を有している場合、反射遮光性両面粘着テープ又はシート
の透過率が０．３（％）以下となるように、各層の遮光性層の透過率ではなく、多層の形
態の遮光性層全体での透過率を調整することが重要である。
【００７４】
　遮光性層の厚さは特に制限されない。例えば、遮光性層が印刷層（遮光性印刷層）であ
る場合、遮光性印刷層の厚さ（遮光性印刷層が多層構造の場合は、遮光性印刷層全体の厚
さ）としては、０．５～２０μｍ（好ましくは３～１５μｍ、さらに好ましくは５～１０
μｍ）の範囲から選択することができる。また、遮光性層が基材や粘着剤層である場合は
、遮光性層の厚さとしては、下記に例示の基材の厚さや粘着剤層の厚さの範囲から選択す
ることができる。
【００７５】
　本発明では、遮光性層は、基材（すなわち、遮光性基材）や粘着剤層（すなわち、遮光
性粘着剤層）であってもよいが、特に基材上に設けられた層［特に、基材と粘着剤層との
間に設けられた印刷層（遮光性印刷層）］であることが好ましい。なお、遮光性層が多層
の形態を有している場合、多層の形態の遮光性層に含まれる層として、遮光性基材や遮光
性粘着剤層が含まれていてもよい。具体的には、遮光性層の層構成としては、例えば、１
層又は２層以上の遮光性印刷層による層構成、遮光性基材と、該遮光性基材上に形成され
た１層又は２層以上の遮光性印刷層とによる層構成、１層又は２層以上の遮光性印刷層と
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、該遮光性印刷層上に形成された遮光性粘着剤層とによる層構成、遮光性基材と、該遮光
性基材上に形成された１層又は２層以上の遮光性印刷層と、該遮光性印刷層上に形成され
た遮光性粘着剤層とによる層構成などが挙げられる。
【００７６】
　遮光性層の形成方法は、特に制限されず、遮光性層の種類や層構成などに応じて、公知
の遮光性層の形成方法の中から適宜選択することができる。具体的には、遮光性層が、例
えば、インク組成物（例えば、黒色系インク組成物など）により形成され且つ基材と粘着
剤層との間に設けられた遮光性印刷層である場合、遮光性印刷層を形成するためのインク
組成物を、所定の面上に塗布し、必要に応じて乾燥などを行う方法や、各種印刷法（グラ
ビア印刷法、フレキソ印刷法、オフセット印刷法、凸版印刷法、スクリーン印刷法など）
を利用した方法などが挙げられる。
【００７７】
　（他の層）
　本発明の反射遮光性両面粘着テープ又はシートは、さらに、他の層を有していてもよい
。反射遮光性両面粘着テープ又はシートが、例えば、遮光性層としての黒色層と、反射性
層としての白色層又は銀色層とを有している場合、例えば、黒色層と白色層又は銀色層と
の間に、黒色の他、白色又は銀色以外の色を呈している層（特に、遮光性と、反射性とが
、それぞれ、一方の側から他方の側にかけて段階的に変化させて調整させることが可能な
反射遮光調整層）を有していてもよい。このように、他の層として、反射性層と遮光性層
との間に反射遮光調整層を設けること（すなわち、反射性層、反射遮光調整層、遮光性層
をこの順で形成すること）により、反射遮光性両面粘着テープ又はシートは、遮光性につ
いては、遮光性層側から反射性層側にかけて、反射性については、反射性層側から遮光性
層側にかけて、段階的に発揮させることができる。
【００７８】
　黒色、白色および銀色以外の色を呈している層において、黒色、白色および銀色以外の
色としては、黒色、白色及び銀色以外の色であればいずれの色であってもよく、例えば、
赤色、青色、黄色、緑色、黄緑色、橙色、紫色、灰色、金色などが挙げられる。なお、黒
色及び白色以外の色としては、銀色や灰色であってもよく、また、黒色及び銀色以外の色
としては、白色であってもよい。
【００７９】
　（粘着剤層）
　反射遮光性両面粘着テープ又はシートにおける粘着剤層を形成するための粘着剤として
は、特に制限されず、例えば、ウレタン系粘着剤、アクリル系粘着剤、ゴム系粘着剤、シ
リコーン系粘着剤、ポリエステル系粘着剤、ポリアミド系粘着剤、エポキシ系粘着剤、ビ
ニルアルキルエーテル系粘着剤、フッ素系粘着剤などの公知の粘着剤が挙げられる。粘着
剤は、単独で又は２種以上を組み合わせて用いることができる。なお、粘着剤は、いずれ
の形態を有している粘着剤であってもよく、例えば、エマルジョン型粘着剤、溶剤型粘着
剤、熱溶融型粘着剤（ホットメルト型粘着剤）などが挙げられる。
【００８０】
　粘着剤としては、アクリル系粘着剤、ゴム系粘着剤を好適に用いることができる。アク
リル系粘着剤は、アクリル系重合体を主成分又はベースポリマーとして含んでいる。アク
リル系重合体としては、特に制限されないが、主構成単量体成分（モノマー主成分）とし
て、（メタ）アクリル酸アルキルエステル（アクリル酸アルキルエステル、メタクリル酸
アルキルエステル）が用いられていることが好ましい。具体的には、（メタ）アクリル酸
アルキルエステルとしては、例えば、（メタ）アクリル酸メチル、（メタ）アクリル酸エ
チル、（メタ）アクリル酸プロピル、（メタ）アクリル酸イソプロピル、（メタ）アクリ
ル酸ブチル、（メタ）アクリル酸イソブチル、（メタ）アクリル酸ｓ－ブチル、（メタ）
アクリル酸ｔ－ブチル、（メタ）アクリル酸ペンチル、（メタ）アクリル酸イソアミル、
（メタ）アクリル酸ネオペンチル、（メタ）アクリル酸ヘキシル、（メタ）アクリル酸ヘ
プチル、（メタ）アクリル酸２－エチルヘキシル、（メタ）アクリル酸オクチル、（メタ
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）アクリル酸イソオクチル、（メタ）アクリル酸ノニル、（メタ）アクリル酸イソノニル
、（メタ）アクリル酸デシル、（メタ）アクリル酸イソデシル、（メタ）アクリル酸ウン
デシル、（メタ）アクリル酸ドデシルなどが挙げられる。（メタ）アクリル酸アルキルエ
ステルは、単独で又は２種以上組み合わせて用いることができる。
【００８１】
　アクリル系重合体を構成するモノマー成分としては、（メタ）アクリル酸アルキルエス
テルをモノマー主成分としていれば、（メタ）アクリル酸アルキルエステルと共重合が可
能な他のモノマー成分（「共重合性モノマー成分」と称する場合がある）が用いられてい
てもよい。なお、（メタ）アクリル酸アルキルエステルとしては、アクリル系重合体を構
成するモノマー成分全量に対して５０重量％以上の割合で用いることが好ましい。（メタ
）アクリル酸アルキルエステルの割合が、アクリル系重合体を構成するモノマー成分全量
に対して５０重量％未満であると、アクリル系重合体としての特性（粘着性など）が発現
しにくくなる場合がある。
【００８２】
　共重合性モノマー成分としては、アクリル系重合体に架橋点を導入させるためや、アク
リル系重合体の凝集力を高めるために用いることができる。共重合性モノマー成分は単独
で又は２種以上組み合わせて用いることができる。
【００８３】
　具体的には、共重合性モノマー成分としては、アクリル系重合体に架橋点を導入させる
ために、官能基含有モノマー成分（特に、アクリル系重合体に熱架橋する架橋点を導入さ
せるための熱架橋性官能基含有モノマー成分）を用いることができる。このような官能基
含有モノマー成分としては、（メタ）アクリル酸アルキルエステルと共重合が可能であり
、且つ架橋点となる官能基を有しているモノマー成分であれば特に制限されず、例えば、
（メタ）アクリル酸、イタコン酸、クロトン酸、マレイン酸、フマル酸、イソクロトン酸
等のカルボキシル基含有モノマー又はその酸無水物（無水マレイン酸、無水イコタン酸な
ど）；（メタ）アクリル酸２－ヒドロキシエチル、（メタ）アクリル酸２－ヒドロキシプ
ロピル、（メタ）アクリル酸２－ヒドロキシブチル等の（メタ）アクリル酸ヒドロキシア
ルキルの他、ビニルアルコール、アリルアルコールなどの水酸基含有モノマー；（メタ）
アクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－ブチル（メタ）アクリ
ルアミド、Ｎ－メチロール（メタ）アクリルアミド、Ｎ－メチロールプロパン（メタ）ア
クリルアミド、Ｎ－メトキシメチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－ブトキシメチル（メタ
）アクリルアミドなどのアミド系モノマー；（メタ）アクリル酸アミノエチル、（メタ）
アクリル酸Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノエチル、（メタ）アクリル酸ｔ－ブチルアミノエチル
などのアミノ基含有モノマー；（メタ）アクリル酸グリシジル、（メタ）アクリル酸メチ
ルグリシジルなどのエポキシ基含有モノマー；アクリロニトリル、メタクリロニトリルな
どのシアノ含有モノマー；Ｎ－ビニル－２－ピロリドン、Ｎ－メチルビニルピロリドン、
Ｎ－ビニルピリジン、Ｎ－ビニルピペリドン、Ｎ－ビニルピリミジン、Ｎ－ビニルピペラ
ジン、Ｎ－ビニルピラジン、Ｎ－ビニルピロール、Ｎ－ビニルイミダゾール、Ｎ－ビニル
オキサゾール、Ｎ－ビニルモルホリン、Ｎ－ビニルカプロラクタム、Ｎ－（メタ）アクリ
ロイルモルホリンなどの窒素原子含有環を有するモノマーなどが挙げられる。官能基含有
モノマー成分としては、アクリル酸等のカルボキシル基含有モノマー又はその酸無水物を
好適に用いることができる。
【００８４】
　また、共重合性モノマー成分としては、アクリル系重合体の凝集力を高めるために、他
の共重合性モノマー成分を用いることができる。他の共重合性モノマー成分としては、例
えば、酢酸ビニル、プロピオン酸ビニルなどのビニルエステル系モノマー；スチレン、置
換スチレン（α－メチルスチレン等）、ビニルトルエンなどのスチレン系モノマー；（メ
タ）アクリル酸シクロアルキルエステル［（メタ）アクリル酸シクロヘキシル、シクロペ
ンチルジ（メタ）アクリレートなど］や、（メタ）アクリル酸ボルニル、（メタ）アクリ
ル酸イソボルニルなどの非芳香族性環含有（メタ）アクリル酸エステル；（メタ）アクリ
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ル酸アリールエステル［（メタ）アクリル酸フェニルなど］、（メタ）アクリル酸アリー
ルオキシアルキルエステル［（メタ）アクリル酸フェノキシエチルなど］や、（メタ）ア
クリル酸アリールアルキルエステル［（メタ）アクリル酸ベンジルエステル］などの芳香
族性環含有（メタ）アクリル酸エステル；エチレン、プロピレン、イソプレン、ブタジエ
ン、イソブチレンなどのオレフィン系モノマー；塩化ビニル、塩化ビニリデン；２－（メ
タ）アクリロイルオキシエチルイソシアネートなどのイソシアネート基含有モノマー；（
メタ）アクリル酸メトキシエチル、（メタ）アクリル酸エトキシエチルなどのアルコキシ
基含有モノマー；メチルビニルエーテル、エチルビニルエーテルなどのビニルエーテル系
モノマーの他、１，６－ヘキサンジオールジ（メタ）アクリレート、エチレングリコール
ジ（メタ）アクリレート、ジエチレングリコールジ（メタ）アクリレート、トリエチレン
グリコールジ（メタ）アクリレート、テトラエチレングリコールジ（メタ）アクリレート
、（ポリ）エチレングリコールジ（メタ）アクリレート、プロピレングリコールジ（メタ
）アクリレート、（ポリ）プロピレングリコールジ（メタ）アクリレート、ネオペンチル
グリコールジ（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトールジ（メタ）アクリレート、ト
リメチロールプロパントリ（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトールトリ（メタ）ア
クリレート、ジペンタエリスリトールヘキサ（メタ）アクリレート、グリセリンジ（メタ
）アクリレート、エポキシアクリレート、ポリエステルアクリレート、ウレタンアクリレ
ート、ジビニルベンゼン、ブチルジ（メタ）アクリレート、ヘキシルジ（メタ）アクリレ
ートなどの多官能モノマー等が挙げられる。
【００８５】
　ゴム系粘着剤としては、天然ゴム、スチレン－イソプレン－スチレンブロック共重合体
（ＳＩＳブロック共重合体）、スチレン－ブタジエン－スチレンブロック共重合体（ＳＢ
Ｓブロック共重合体）、スチレン－エチレン・ブチレン－スチレンブロック共重合体（Ｓ
ＥＢＳブロック共重合体）、スチレン－ブタジエンゴム、ポリブタジエン、ポリイソプレ
ン、ポリイソブチレン、ブチルゴム、クロロプレンゴム、シリコーンゴム、アクリロニト
リル－ブタジエンゴム、エチレン－プロピレンターポリマー等のゴム成分をベースポリマ
ーとするゴム系粘着剤などが挙げられる。
【００８６】
　なお、粘着剤中には、必要に応じて、例えば、架橋剤、交叉結合剤、粘着付与樹脂、充
填剤、難燃剤、老化防止剤、帯電防止剤、軟化剤、紫外線吸収剤、酸化防止剤、可塑剤、
界面活性剤等の公知の添加剤などが含まれていてもよい。
【００８７】
　粘着剤層は、単層、多層のいずれの形態を有していてもよい。
【００８８】
　なお、粘着剤層は、遮光性層（遮光性粘着剤層）としての黒色層や、反射性層（反射性
粘着剤層）としての白色層または銀色層である場合、呈している色に応じた色材（黒系色
材、白系色材や、銀系色材など）を含有していてもよい。
【００８９】
　また、粘着剤層は、遮光性層（遮光性粘着剤層）としての黒色層や、反射性層（反射性
粘着剤層）としての白色層または銀色層でない場合、透明性を有する粘着剤層（「透明粘
着剤層」と称する場合がある）を好適に用いることができる。
【００９０】
　粘着剤層の厚さとしては、特に制限されず、例えば、２～１００μｍ（好ましくは５～
８０μｍ）の範囲から適宜選択することができる。
【００９１】
　粘着剤層の形成方法は、特に制限されず、例えば、所定の面上に、粘着剤を塗布し、必
要に応じて乾燥乃至硬化させる方法や、セパレータ（剥離ライナー）上に、粘着剤を塗布
し、必要に応じて乾燥乃至硬化させて粘着剤層を形成した後、該粘着剤層を所定の面上に
貼り合わせて転写させる方法などが挙げられる。なお、粘着剤の塗布に際しては、慣用の
塗工機（例えば、グラビヤロールコーター、リバースロールコーター、キスロールコータ
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ー、ディップロールコーター、バーコーター、ナイフコーター、スプレーコーターなど）
を用いることができる。
【００９２】
　（基材）
　本発明の反射遮光性両面粘着テープ又はシートは、基材を有していてもよく、基材を有
していなくてもよい。反射遮光性両面粘着テープ又はシートが基材を有していることが好
ましい。このような基材としては、プラスチック系基材、金属系基材、繊維系基材などの
いずれの基材であってもよいが、強度、厚さ精度や薄さなどの観点から、プラスチック系
基材を好適に用いることができる。プラスチック系基材の材質又は素材としては、例えば
、ポリエステル（ポリエチレンテレフタレート、ポリエチレンナフタレート、ポリブチレ
ンテレフタレート、ポリブチレンナフタレートなど）、ポリオレフィン（ポリエチレン、
ポリプロピレン、エチレン－プロピレン共重合体など）、ポリビニルアルコール、ポリ塩
化ビニリデン、ポリ塩化ビニル、塩化ビニル－酢酸ビニル共重合体、ポリ酢酸ビニル、ポ
リアミド、ポリイミド、セルロース類、フッ素系樹脂、ポリエーテル、ポリスチレン系樹
脂（ポリスチレンなど）、ポリカーボネート、ポリエーテルスルホンなどが挙げられる。
これらの材質は単独で又は２種以上を組み合わせて用いることができる。
【００９３】
　基材は、単層、多層のいずれの形態を有していてもよい。
【００９４】
　なお、基材は、遮光性層（遮光性基材）としての黒色層や、反射性層（反射性基材）と
しての白色層または銀色層である場合、呈している色に応じた色材（黒系色材、白系色材
や、銀系色材など）を含有していてもよい。
【００９５】
　また、基材は、遮光性層（遮光性基材）としての黒色層や、反射性層（反射性基材）と
しての白色層または銀色層でない場合、透明性を有する基材（「透明基材」と称する場合
がある）を好適に用いることができる。
【００９６】
　基材中には、必要に応じて、例えば、充填剤、難燃剤、老化防止剤、帯電防止剤、軟化
剤、紫外線吸収剤、酸化防止剤、可塑剤、界面活性剤等の公知の添加剤などが含まれてい
てもよい。
【００９７】
　基材の厚さとしては、特に制限されず、例えば、１０～２００μｍ（好ましくは１５～
１３０μｍ）の範囲から適宜選択することができる。
【００９８】
　基材の形成方法は、特に制限されず、例えば、基材がプラスチック系基材である場合、
プラスチック系基材を構成する樹脂組成物を用いて、押出成型、インフレーション成型、
カレンダ成型等の成型方法を利用してシート状に成型させる方法などが挙げられる。
【００９９】
　本発明の反射遮光性両面粘着テープ又はシートは、前述のように、基材を有しているこ
とが好ましく、この場合、基材付きタイプの両面粘着テープ又はシートとしての形態を有
している。なお、反射遮光性両面粘着テープ又はシートは、基材を有していない場合、基
材レスタイプの両面粘着テープ又はシートとしての形態を有している。基材付きタイプの
反射遮光性両面粘着テープ又はシートは、基材と、基材の両面に形成された２つの粘着剤
層とを有しており、且つ少なくとも一方の面の反射率が６０（％）以上、及び／又は、透
過率が０．３（％）以下の特性を有している。基材付きタイプの反射遮光性両面粘着テー
プ又はシートは、具体的には、例えば、下記の層構成（Ａ１）～（Ａ６）、（Ｂ１）～（
Ｂ６）、（Ｃ１）～（Ｃ９）を有している反射遮光性両面粘着テープ又はシートなどが挙
げられる。
　層構成（Ａ１）：透明粘着剤層／透明基材／１層又は２層以上の遮光性層／透明粘着剤
層の層構成
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　層構成（Ａ２）：透明粘着剤層／遮光性基材／１層又は２層以上の遮光性層／透明粘着
剤層の層構成
　層構成（Ａ３）：透明粘着剤層／透明基材／１層又は２層以上の遮光性層／遮光性粘着
剤層の層構成
　層構成（Ａ４）：透明粘着剤層／遮光性基材／１層又は２層以上の遮光性層／遮光性粘
着剤層の層構成
　層構成（Ａ５）：遮光性粘着剤層／遮光性基材／１層又は２層以上の遮光性層／透明粘
着剤層の層構成
　層構成（Ａ６）：遮光性粘着剤層／遮光性基材／１層又は２層以上の遮光性層／遮光性
粘着剤層の層構成
　層構成（Ｂ１）：透明粘着剤層／透明基材／１層又は２層以上の反射性層／透明粘着剤
層の層構成
　層構成（Ｂ２）：透明粘着剤層／反射性基材／１層又は２層以上の反射性層／透明粘着
剤層の層構成
　層構成（Ｂ３）：透明粘着剤層／透明基材／１層又は２層以上の反射性層／反射性粘着
剤層の層構成
　層構成（Ｂ４）：透明粘着剤層／反射性基材／１層又は２層以上の反射性層／反射性粘
着剤層の層構成
　層構成（Ｂ５）：反射性粘着剤層／反射性基材／１層又は２層以上の反射性層／透明粘
着剤層の層構成
　層構成（Ｂ６）：反射性粘着剤層／反射性基材／１層又は２層以上の反射性層／反射性
粘着剤層の層構成
　層構成（Ｃ１）：透明粘着剤層／透明基材／１層又は２層以上の反射性層／１層又は２
層以上の遮光性層／透明粘着剤層の層構成
　層構成（Ｃ２）：透明粘着剤層／反射性基材／１層又は２層以上の反射性層／１層又は
２層以上の遮光性層／透明粘着剤層の層構成
　層構成（Ｃ３）：透明粘着剤層／反射性基材／１層又は２層以上の遮光性層／透明粘着
剤層の層構成
　層構成（Ｃ４）：透明粘着剤層／１層又は２層以上の反射性層／透明基材／１層又は２
層以上の遮光性層／透明粘着剤層の層構成
　層構成（Ｃ５）：透明粘着剤層／１層又は２層以上の反射性層／遮光性基材／１層又は
２層以上の遮光性層／透明粘着剤層の層構成
　層構成（Ｃ６）：透明粘着剤層／１層又は２層以上の反射性層／反射性基材／１層又は
２層以上の遮光性層／透明粘着剤層の層構成
　層構成（Ｃ７）：層構成（Ｃ１）～（Ｃ６）における遮光性層上に形成された側の透明
粘着剤層が、遮光性粘着剤層となっている層構成
　層構成（Ｃ８）：層構成（Ｃ１）～（Ｃ３）における基材（透明基材または反射性基材
）上に形成された側の透明粘着剤層、又は層構成（Ｃ４）～（Ｃ６）における反射性層上
に形成された側の透明粘着剤層が、反射性粘着剤層となっている層構成
　層構成（Ｃ９）：層構成（Ｃ７）と、層構成（Ｃ８）とが組み合わせられた層構成
【０１００】
　なお、これらの層構成を有する反射遮光性両面粘着テープ又はシートにおいて、両方の
粘着剤層（透明粘着剤層、遮光性粘着剤層、反射性粘着剤層など）の表面が、それぞれ、
剥離ライナーにより保護されているとともに、少なくとも一方の粘着剤層の表面は、ポリ
オレフィン系フィルム又はシートが用いられたポリオレフィン系剥離ライナーにより保護
されている。すなわち、前記（Ａ１）～（Ａ６）、（Ｂ１）～（Ｂ６）、（Ｃ１）～（Ｃ
９）の層構成を有する反射遮光性両面粘着テープ又はシートは、一方の粘着剤層の表面が
ポリオレフィン系剥離ライナーにより保護され且つ他方の粘着剤層の表面がポリオレフィ
ン系剥離ライナー以外の剥離ライナー（ポリエステル系剥離ライナーなど）により保護さ
れた構成、または両方の粘着剤層の表面がポリオレフィン系剥離ライナーにより保護され
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た構成を有していることが重要である。
【０１０１】
　特に、ポリオレフィン系剥離ライナーと、他の剥離ライナーとが用いられている場合、
反射遮光性両面粘着テープ又はシートは、いずれの側の剥離ライナーからであっても、該
剥離ライナーと粘着剤層表面との界面で剥離を生じさせて、前記剥離ライナーを、保護し
ている粘着剤層から容易に剥離させることができるので、ポリオレフィン系剥離ライナー
は、いずれの側の粘着剤層の表面を保護するために用いられていてもよい。具体的には、
反射遮光性両面粘着テープ又はシートは、（Ａ１）～（Ａ６）の層構成を有しており、且
つ一方の粘着剤層の表面がポリオレフィン系剥離ライナーにより保護され、他方の粘着剤
層が他の剥離ライナー（ポリエステル系剥離ライナーなど）により保護されている場合、
ポリオレフィン系剥離ライナーは、遮光性層上に形成された側の粘着剤層（透明粘着剤層
または遮光性粘着剤層）の表面を保護するために用いられていてもよく、基材（透明基材
または遮光性基材）上に形成された側の粘着剤層（透明粘着剤層または遮光性粘着剤層）
の表面を保護するために用いられていてもよい。
【０１０２】
　また、反射遮光性両面粘着テープ又はシートは、（Ｂ１）～（Ｂ６）の層構成を有して
おり、且つ一方の粘着剤層の表面がポリオレフィン系剥離ライナーにより保護され、他方
の粘着剤層が他の剥離ライナー（ポリエステル系剥離ライナーなど）により保護されてい
る場合、ポリオレフィン系剥離ライナーは、反射性層上に形成された側の粘着剤層（透明
粘着剤層または反射性粘着剤層）の表面を保護するために用いられていてもよく、基材（
透明基材または反射性基材）上に形成された側の粘着剤層（透明粘着剤層または反射性粘
着剤層）の表面を保護するために用いられていてもよい。
【０１０３】
　さらにまた、反射遮光性両面粘着テープ又はシートは、（Ｃ１）～（Ｃ９）の層構成を
有しており、且つ一方の粘着剤層の表面がポリオレフィン系剥離ライナーにより保護され
、他方の粘着剤層が他の剥離ライナー（ポリエステル系剥離ライナーなど）により保護さ
れている場合、ポリオレフィン系剥離ライナーは、遮光性層上に形成された側の粘着剤層
（透明粘着剤層または遮光性粘着剤層）の表面を保護するために用いられていてもよく、
基材（透明基材または反射性基材）または反射性層上に形成された側の粘着剤層（透明粘
着剤層または反射性粘着剤層）の表面を保護するために用いられていてもよいが、透明基
材、反射性基材または反射性層側の粘着剤層の表面を保護するために用いられていること
が好ましい。
【０１０４】
　なお、反射遮光性両面粘着テープ又はシートは、シート状のものが積層された形態を有
していてもよく、ロール状に巻回された形態を有していてもよい。
【０１０５】
　本発明の反射遮光性両面粘着テープ又はシートにおいて、各粘着面を保護している各剥
離ライナー（ポリオレフィン系剥離ライナーや、他の剥離ライナーなど）を、反射遮光性
両面粘着テープ又はシートの粘着面より剥離させる際に要する力（剥離力）は、特に制限
されないが、いずれの剥離ライナーに関する剥離力（温度：２３℃、湿度：５０％ＲＨ、
剥離角度：１８０°、引張速度：３００ｍｍ／ｍｉｎ）も、２Ｎ／５０ｍｍ以下（好まし
くは１．５Ｎ／５０ｍｍ以下、さらに好ましくは１Ｎ／５０ｍｍ以下）であることが重要
である。なお、各剥離ライナーに関する剥離力は、それぞれの間で、同一であってもよく
、異なっていてもよい。また、各剥離ライナーに関する剥離力の差や比などは、特に制限
されず、各剥離ライナーに関する剥離力（温度：２３℃、湿度：５０％ＲＨ、剥離角度：
１８０°、引張速度：３００ｍｍ／ｍｉｎ）が、ともに、２Ｎ／５０ｍｍ以下であれば、
いずれの剥離ライナーの方が大きくても又は小さくてもよい。
【０１０６】
　なお、剥離ライナーを両面粘着テープ又はシートから剥離させる際の剥離力は、両面の
粘着面が各剥離ライナーにより保護された形態の両面粘着テープ又はシートを５０ｍｍ幅
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のサイズに切断した後、温度：２３℃および湿度：５０％ＲＨの雰囲気下、剥離角度：１
８０°、引張速度：３００ｍｍ／分の測定条件で、各剥離ライナーを両面粘着テープ又は
シートより剥離させ、この剥離の際の応力を測定して、応力の最大値（測定初期のピーク
トップを除いた最大値）を読み取り、該応力の最大値を剥離強度（Ｎ／５０ｍｍ）とする
ことにより求められた値として定義される。
【０１０７】
　本発明の反射遮光性両面粘着テープ又はシートは、一方の面の反射率が６０（％）以上
である場合、反射性を有する両面粘着テープ又はシート（反射性両面粘着テープ又はシー
ト）として好適に利用することができ、また、透過率が０．３（％）以下である場合、遮
光性を有する両面粘着テープ又はシート（遮光性両面粘着テープ又はシート）として好適
に利用することができ、さらに、一方の面の反射率が６０（％）以上であり且つ透過率が
０．３（％）以下である場合、反射性および遮光性を有する両面粘着テープ又はシート（
反射性・遮光性両面粘着テープ又はシート）として好適に利用することができる。
【０１０８】
　従って、本発明の反射遮光性両面粘着テープ又はシートは、いわゆる「携帯電話」や、
いわゆる「ＰＤＡ」等で用いられている液晶表示装置（ＬＣＤ）（特に、小型の液晶表示
装置）などにおける液晶表示モジュールユニットと、バックライトユニットとの固定に用
いられる反射遮光性両面粘着テープ又はシート（反射性両面粘着テープ又はシート、遮光
性両面粘着テープ又はシート、反射性・遮光性両面粘着テープ又はシート）として、有用
である。
【０１０９】
　また、本発明の液晶表示装置は、液晶表示モジュールユニットと、バックライトユニッ
トとを有しており、液晶表示モジュールユニットと、バックライトユニットとが、前記反
射遮光性両面粘着テープ又はシート［すなわち、両面が粘着剤層表面となっており、且つ
少なくとも一方の面の反射率が６０（％）以上、及び／又は、透過率が０．３（％）以下
の特性を有しており、さらに、両面の粘着剤層表面が、それぞれ、剥離ライナーにより保
護されており、且つ少なくとも一方の剥離ライナーが、ポリオレフィン系フィルム又はシ
ートが用いられたポリオレフィン系剥離ライナーである反射遮光性両面粘着テープ又はシ
ート］により固定された構成を有している。なお、前記反射遮光性両面粘着テープ又はシ
ートが、一方の面の反射率が６０（％）未満であり、他方の面の反射率が６０（％）以上
である場合、反射率が６０（％）未満となっている側の面が液晶表示モジュールユニット
側に位置し、反射率が６０（％）以上となっている側の面がバックライトユニット側に位
置していてもよく、反射率が６０（％）未満となっている側の面がバックライトユニット
側に位置し、反射率が６０（％）以上となっている側の面が液晶表示モジュールユニット
側に位置していてもよい。
【実施例】
【０１１０】
　以下に、実施例に基づいて本発明をより詳細に説明するが、本発明はこれらの実施例に
より限定されるものではない。なお、実施例において、透過率（％）、反射率（％）や、
Ｌ*ａ*ｂ*表色系で規定されるＬ*、ａ*、ｂ*は、それぞれ、以下の測定方法により求めた
。
【０１１１】
　（透過率の測定方法）
　日立製作所製の分光光度計（装置名「Ｕ４１００型分光光度計」）を用いて、波長が５
５０ｎｍの光を粘着テープ又はシートの一方の面側から照射して、他方の面側に透過した
光の強度を測定することにより、透過率（％）を求める。
【０１１２】
　（反射率の測定方法）
　島津製作所製の分光光度計（装置名「ＭＰＳ－２０００」）を用いて、波長が５５０ｎ
ｍの光を粘着テープ又はシートにおける白色の基材（実施例１～２や比較例２）側の面に
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照射して、前記光を照射した面で反射した光の強度を測定することにより、反射率（％）
を求める。
【０１１３】
　（Ｌ*、ａ*、ｂ*の測定方法）
　ミノルタ社製の色彩色差計（装置名「ＣＲ－２００」）を用いて、Ｌ*ａ*ｂ*表色系で
規定されるＬ*、ａ*、ｂ*を測定する。
【０１１４】
　（実施例１）
　基材として商品名「ダイアホイルＷ４００Ｃ３８」（三菱化学ポリエステルフィルム株
式会社製）を用いた。該商品名「ダイアホイルＷ４００Ｃ３８」（三菱化学ポリエステル
フィルム株式会社製）は、厚さが３８μｍの白色の基材（ポリエチレンテレフタレートフ
ィルム）である。
【０１１５】
　商品名「ダイアホイルＷ４００Ｃ３８」（三菱化学ポリエステルフィルム株式会社製）
の一方の面上に、アクリル系粘着剤を塗布し、乾燥して、厚みが２０μｍの透明な粘着剤
層を形成した後、該粘着剤層上に、ポリエチレンフィルム（厚み：８０μｍ）を基材とし
、且つ該基材の一方の面にシリコーン系剥離処理剤による剥離処理が施された構成を有し
ているポリエチレン系剥離ライナーを重ね合わせ、さらに、他方の面（白色の基材の露出
している面）上に、前記と同様のアクリル系粘着剤を塗布し、乾燥して、厚みが２０μｍ
の透明な粘着剤層を形成した後、該粘着剤層上に、ポリエチレンテレフタレートフィルム
（厚み：７５μｍ）を基材とし、且つ該基材の一方の面にシリコーン系剥離処理剤による
剥離処理が施された構成を有しているポリエチレンテレフタレート系剥離ライナーを重ね
合わせて、透明粘着剤層／白色の基材／透明粘着剤層の層構成を有するとともに、一方の
面側の透明粘着剤層がポリエチレン系剥離ライナーにより保護され且つ他方の面側の透明
粘着剤層がポリエチレンテレフタレート系剥離ライナーにより保護された構成を有する両
面粘着テープ又はシートを得た。
【０１１６】
　なお、実施例１により得られた両面粘着テープ又はシートのいずれか一方の側の面の反
射率を、前記の（反射率の測定方法）により測定したところ、８５％であった。また、両
面粘着テープ又はシートのいずれか一方の側の面について、前記の（Ｌ*、ａ*、ｂ*の測
定方法）により、Ｌ*ａ*ｂ*表色系で規定されるＬ*、ａ*、ｂ*を測定したところ、Ｌ*は
９２．７であり、ａ*は－０．６であり、ｂ*は－０．９であった。
【０１１７】
　（実施例２）
　基材として商品名「白ＰＥＴ♯３８ベタ印刷５Ｃ」（中本パックス株式会社製）を用い
た。該商品名「白ＰＥＴ♯３８ベタ印刷５Ｃ」（中本パックス株式会社製）は、厚さが３
８μｍの白色の基材（ポリエチレンテレフタレートフィルム）の一方の面に、白色色材と
して酸化チタンを含む白色系インク組成物を用いて、グラビア印刷法を利用して１回印刷
を行う（単層塗りする）ことにより、単層の形態を有している白色層（厚み：２μｍ）が
形成され、該白色層上に、黒色色材としてカーボンブラックを含む黒色系インク組成物を
用いて、グラビア印刷法を利用して４回印刷を行う（４層塗りをする）ことにより、４層
の形態を有している黒色層（黒色層の全体の厚み：７μｍ）が形成された構成（すなわち
、白色の基材／白色層／４層の黒色層の層構成）を有している。
【０１１８】
　商品名「白ＰＥＴ♯３８ベタ印刷５Ｃ」（中本パックス株式会社製）の黒色層上に、ア
クリル系粘着剤を塗布し、乾燥して、厚みが２０μｍの透明な粘着剤層を形成した後、該
粘着剤層上に、ポリエチレンテレフタレートフィルム（厚み：７５μｍ）を基材とし、且
つ該基材の一方の面にシリコーン系剥離処理剤による剥離処理が施された構成を有してい
るポリエチレンテレフタレート系剥離ライナーを重ね合わせ、さらに、白色の基材の露出
している面上に、前記と同様のアクリル系粘着剤を塗布し、乾燥して、厚みが２０μｍの
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透明な粘着剤層を形成した後、該粘着剤層上に、ポリエチレンフィルム（厚み：８０μｍ
）を基材とし、且つ該基材の一方の面にシリコーン系剥離処理剤による剥離処理が施され
た構成を有しているポリエチレン系剥離ライナーを重ね合わせて、透明粘着剤層／白色の
基材／白色層／４層の黒色層／透明粘着剤層の層構成を有するとともに、黒色層上に形成
された側の透明粘着剤層がポリエチレンテレフタレート系剥離ライナーにより保護され且
つ白色の基材上に形成された側の透明粘着剤層がポリエチレン系剥離ライナーにより保護
された構成を有する両面粘着テープ又はシートを得た。
【０１１９】
　なお、実施例２により得られた両面粘着テープ又はシートの透過率を、前記の（透過率
の測定方法）により測定したところ、０．０３％であった。また、両面粘着テープ又はシ
ートの黒色層側の面について、Ｌ*ａ*ｂ*表色系で規定されるＬ*、ａ*、ｂ*を、実施例１
と同様にして測定したところ、Ｌ*は２５．８であり、ａ*は０．４５であり、ｂ*は０．
８１であった。
【０１２０】
　また、前記両面粘着テープ又はシートの白色層側の面の反射率を、実施例１と同様にし
て測定したところ、８５％であった。さらに、両面粘着テープ又はシートの白色層側の面
について、Ｌ*ａ*ｂ*表色系で規定されるＬ*、ａ*、ｂ*を、実施例１と同様にして測定し
たところ、Ｌ*は９２．２であり、ａ*は－０．９であり、ｂ*は－１．１であった。
【０１２１】
　（比較例１）
　ポリエチレン系剥離ライナーに代えて、ポリエチレンテレフタレートフィルム（厚み：
３８μｍ）を基材とし、且つ該基材の一方の面にシリコーン系剥離処理剤による剥離処理
が施された構成を有しているポリエチレンテレフタレート系剥離ライナーを用いたこと以
外は、実施例１と同様にして、透明粘着剤層／白色の基材／透明粘着剤層の層構成を有す
るとともに、両側の透明粘着剤層が、ともに、ポリエチレンテレフタレート系剥離ライナ
ーにより保護された構成を有する両面粘着テープ又はシートを得た。
【０１２２】
　（比較例２）
　ポリエチレン系剥離ライナーに代えて、ポリエチレンテレフタレートフィルム（厚み：
３８μｍ）を基材とし、且つ該基材の一方の面にシリコーン系剥離処理剤による剥離処理
が施された構成を有しているポリエチレンテレフタレート系剥離ライナーを用いたこと以
外は、実施例２と同様にして、透明粘着剤層／白色の基材／白色層／４層の黒色層／透明
粘着剤層の層構成を有するとともに、黒色層上に形成された側の透明粘着剤層、および白
色の基材上に形成された側の透明粘着剤層が、ともに、ポリエチレンテレフタレート系剥
離ライナーにより保護された構成を有する両面粘着テープ又はシートを得た。
【０１２３】
　（評価）
　実施例１～２及び比較例１～２により得られた両面粘着テープ又はシートについて、剥
離ライナーの剥離性を、下記の（剥離ライナーの剥離性の評価方法）により、評価したと
ころ、実施例１～２に係る両面粘着テープ又はシートは、最初に、いずれの側の剥離ライ
ナー（ポリエチレン系剥離ライナーまたはポリエチレンテレフタレート系剥離ライナー）
から剥離させても、いわゆる泣き分かれ現象を生じさせずに、該剥離させた剥離ライナー
と粘着剤層表面との界面で剥離を生じさせ、剥離させるべき剥離ライナーを両面粘着テー
プ又はシート、または保護している粘着剤層から容易に剥離させることができた。
【０１２４】
　一方、比較例１～２に係る両面粘着テープ又はシートでは、剥離ライナーを剥離させる
際の速度（剥離速度）によっては、いわゆる泣き分かれ現象が発生した。
【０１２５】
　（剥離ライナーの剥離性の評価方法）
　両面粘着テープ又はシートを、５０ｍｍ×３００ｍｍのサイズで用意し、各剥離ライナ
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ーを、０．３ｍ／ｍｉｎ～５０ｍ／ｍｉｎの速度で剥離させ、その際に、いわゆる泣き分
かれ現象が生じていないかを確認した。具体的には、一方の剥離ライナーを剥離させた際
に、剥離させる側の剥離ライナーと粘着剤層表面（粘着面）との間の界面で確実に剥離が
生じ、剥離させる側の剥離ライナーを両面粘着テープ又はシート、または保護している粘
着剤層から容易に剥離させることができるか、その際に、他方の剥離ライナー（剥離させ
ていない側の剥離ライナー）が両面粘着テープ又はシートの粘着面から浮いていないか、
また、剥離させる側の剥離ライナーと粘着面との間の界面で剥離が生じずに、他方の剥離
ライナーと粘着面との間の界面で剥離が生じているか、などを目視で確認した。
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